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2ヴェトナム・フエ旧外港集落の歴史・地理・人類学的研究スクール
　昨今のフィールド調査の一般的潮流は、調査地域の言
語をある程度こなせることが前提とされている。しかし、
当調査ではヴェトナム人以外は筆者を除いて、ヴェトナ
ム語は理解できず、通訳を介して調査を行うことになる。
これは好ましくないとされるが、当拠点メンバーは、国
籍（日本、中国、台湾、ヴェトナム）も専門（歴史、地
理、文化人類、考古、言語、思想など）も様々であり、
むしろメンバーの多様性を前提として、集落をいろいろ
な視点で調査することから見えてくるものがあると考
え、あえて通訳を活用して調査を進行させることにした。
当然、参与観察などの細かな文化的ニュアンスを読み取
るのは不可能に近くなる。しかし、言語ができるからと
いって、そうした問題が全て克服できるわけではないこ
とは、私自身の長期ヴェトナム生活経験で理解しており、
今回は、言語や時間などの制限条件下で、どのような調
　文化交渉学教育研究拠点の目玉的プロジェクトである“周縁プロジェクト”の一環とし
て、８月11日から９月14日にかけて、ヴェトナム・フエ市郊外の旧外港集落地区（フオン
ヴィン社）とフエ都城近郊商区で調査を行った。プログラムは、本拠点の博士後期課程１
年生（RA）のフィールド調査実習（８月29日～９月５日）を挟み、実習の前後に各研究
者による調査集落での全戸インタビューや各家庭での聞き取り調査をフエで行った。　本
計画は、今年度春より野間晴雄教授と準備授業を行った上で、文化交渉学研究にふさわし
い地でフィールド調査を実践し、本研究拠点独自の１次資料収集とその分析を試みようと
するものである。
ICIS周縁プロジェクト
西村昌也
（文化交渉学教育研究拠点・助教）
査が可能で、どのような調査が不可能であるかを理解す
ることも目的の一つとした。
　フオンヴィン社は、広南阮氏時代の17世紀末から、西
山朝、阮朝にかけて都となったフエの北郊に位置してお
り、その中にタインハ （ー旧名：清河）、ミンフオン（明
香）、ディアリン（地霊）、バオヴィン（褒栄）という集
落が、フオン川左岸上に北から南へ連なっている。
　フエ地域はもともとチャム系民族の居住域であった
が、キン族（ヴェトナムの多数民族）の南進によりヴェ
トナム封建王朝の領域となり、すでに16世紀の文献に地
霊や褒栄が集落名として記録されている。そして、17世
フィールドへの誘い
―ヴェトナム・フエ旧外港集落、
フオンヴィン社調査紹介
【ミンフオンの天后宮の門、手前の鉄製香炉は乾隆45年製】
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紀に福建などからの中国人がタインハーに来住し、天后
宮と関帝廟を土地の両端に建て、明郷（明滅亡期以降の
中国系移民の定住者の総称）としての集落（明香）を形
成し、フエの商港として繁栄したとされる。ディアリン
の関帝廟地区の小規模発掘では、17世紀の肥前陶磁器や
中国陶磁器が出土しており、そのことを裏付けている。
しかし、19世紀以降タインハー・ミンフオン集落は、船
着き場として機能しなくなり、商港はバオヴィンに遷っ
たというのが一般的理解である。
　調査の主内容は、漢文やフランス語、ヴェトナム語で
書かれた文字資料の収集、民家や農地を中心とした土地
利用状況を中心とする地理的調査、聞き取り調査による
親族・移住・信仰・生業にまつわる民族学的調査である。
　共同研究者であるフエ大学歴史学部や地元の古老たち
の熱心な協力もあり、調査自体はかなり順調に進んだ。
タインハー・バオヴィンでの諸資料収集は、亭や寺の勅
封状、家譜、墓誌や墓碑、廟の祭文、フランス時代の地
籍簿資料などに及んだ。
　現在の集落景観からも集落間の差異が理解できる。ミ
ンフオンは川沿いに一族の祠堂を交えて川に向かって
家々を連ね、屋敷地も立派な基礎造成を行っている場合
が多い。しかし隣接するタインハーは、建物の質や屋敷
地の造成が共に、ミンフオンに劣り、しかも、かなりの
家族が集落から去っており、その経済的優劣を見ること
ができる。また、ディアリンは、煉瓦焼成、土器作り、
螺鈿細工、左官などいろいろな手工業を行っており、集
落全体としての活気を感じさせる。また、バオヴィンは
往時の商港時から連続する商区としての雰囲気を古式の
民家に残している。居住する人の生活においても、こう
した集落間の差異が意識的に反映され、障壁になる場合
もあれば、通婚や移住によりその差異の壁が突破される
場合もあるようで、このあたりを文化交渉の舞台として、
深く追求することが必要のようだ。
　今夏の聞き取り調査は、ミンフオンに残る明郷人や、
バオヴィンやディアリンの華僑、タインハーのキン族が
中心となった。明郷人、キン族共に家譜を大事に保管し
ている家があり、300年以上遡る記述は、一族のみならず、
地域の歴史を知る重要な資料となる。キン族はタインホ
アなど北部の南端から先祖が入植してきた人が多い。ま
た、明郷人、華僑共に、自らのアイデンティティーの持
ち方、さらには信仰や同郷組織（華人会館）への参加な
どに関して、様々な差異があり、華人や華人系ヴェトナ
ム人として一言で括ることの危険性を理解させてくれ
る。また、五行廟など現中国にはほとんど残らない伝統
信仰が存在し、関帝廟など中国系住民の寺院がキン族の
寺院として変容するなど、中国との比較においても興味
深い点が多い。
　当調査は来年度も継続される。また総合的フィールド
研究自体は、本拠点の教育・研究プログラムとして継続
する予定である。興味をもった方は当拠点の扉を是非た
たいて欲しい。きっと新たな人文社会学の地平線として、
見えてくるものがあるはずだ。
【亭（ディン：村の信仰施設）で、儀礼を行う古老】
【ディアリンの亭で古老たちから聞き取り】
【ミンフオンの名族陳氏の阮朝官僚、
陳踐誠（チャン・ティエン・タイン）の廟】
4　17～19世紀、フエはヴェトナム中南部有数の商業港
として栄えた。そのフエ市に隣接するフオンヴィン社
（「社」はヴェトナムの行政単位）も歴史ある地域であり、
これまでも多くの学者や歴史家を惹きつけてきた。こ
こには民俗文化や歴史遺産が色濃く残っており、社を
特徴付けている。
　はじめてフオンヴィン社を訪れた時、私はビン・フォ
ン（屏風）と呼ばれる仕切壁に魅了された。中国に起
源をもつこのビン・フォンは、フオンヴィン社では民
家や歴史的建築物の入り口に置かれ、邪気や不幸から
その家人を守るとされる。ビン・フォンはフエ市、と
くにフオンヴィン社では一般的に見られるのに対して、
ヴェトナムの他の地域では滅多に見られない。日本に
おいても琉球の人々は、この仕切壁について同様の考
えを共有している。琉球では「ひんぷん」と呼ばれる
入り口の仕切壁は、レンガ積みの壁や、一列に並んだ
木々によって作られる。比較対象として興味深い事象
である。フオンヴィン社では、一般的に民家のビン・
フォンはシンプルで小さいのに対して、かつての村役
人の家の祠堂の前には、立派なビン・フォンが見られ
る。ビン・フォンは、富や社会的地位をも表すのだ。
私が見たビン・フォンの中で最も立派なものの一つは、
チィウ・ソン・ドン（Trieu Son Dong）村の廟にある。
この廟は河港と村市場のすぐ前にあり、分厚く立派な
ビン・フォンには、龍と鳳凰、そして色鮮やかな花の
文様が装飾されていた。
　「アム（am）」も
フエの民俗文化を
象徴するものであ
り、フオンヴィン
社を訪れる人々を
惹きつける。フオ
ンヴィン社では、
民 家 の 門 の そ ば
（真正面ではない）
に一つか二つ、時
に三つ四つの「ア
ム」を置いている。
「アム」は未婚や
幼年で亡くなった
血縁の者や、事故
などが原因で、家
の付近で突然亡くなった人々を供養するためのもので
ある。「アム」で供養されると、これらの死者が家のな
かに入り込み家族の生活を邪魔することはなくなると
信じられている。私の故郷であるハノイでは、「アム」
は 普 通、天 と 地 の 神々 や、「 さ ま よ う魂（homeless 
ghosts）」に祈るため、屋根の上に一つ置かれるだけで
ある。
　また、国内外の交易で大きな力を持っていた中国商
人たちの痕跡が、フオンヴィン社の寺廟や港にはっき
り残されていることも興味深い。Chua Ong（関帝廟）
とChua Ba（天后宮）には、フオン河に設けられた船着
場に面して、それぞれの門が立っている。ここがかつ
て繁栄した河港であったころの名残である。私たちは
中国系の主要な建築物が、昔の河港に対応して建てら
れているのではないかと仮定してみた。そこでフエ市
内に戻った後、私たちはチーラン通り（フエの有名な
中華街）にある中国系の会館の一つを訪れた。地元の
住民が言うには、確かに会館に対応して、河港があっ
たとのことであった。
　知れば知るほど、私はますますこの地域に魅了され
ていく。私にとって今回のフィールドワークは、短期
旅行では知ることのできない、ヴェトナムの価値を再
発見する良い機会となった。
ヴェトナム・フエ旧外港集落の歴史・地理・人類学的研究スクール
Nguyen Thi Ha Thanh
（文化交渉学教育研究拠点・RA）
フエ、フオンヴィン社における
民俗文化と中国文化
【チィウ・ソン・ドン村の廟にある美しい「ビン・フォン」】
【フオンヴィン社の家庭で
まつられているアム】
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佐藤実（文化交渉学教育研究拠点・特別研究員）
　さてここに『神相全編』という顔（人相）占いの書
が2種類ある。本書は宋の陳摶が伝え、明の袁忠徹が訂
正したとされるが真偽のほどは定かではない。日本に
は古くは慶安4（1651）年に刊刻されたものが残ってい
る。いま手元にあるのは台湾の大孚書局から影印され
ている『神相全編』と、わが藤原相明が訂正した和刻
本『神相全編正義』である。
　『神相全編』は図入りで人相を解説するのだが、そのな
かの威相（威厳のある人相）と悪相（悪人の人相）の中国
版と日本版をくらべてみよう。左が中国版、右が日本版で
ある。まず中国版から。中国版は威相と悪相の区別が図か
らはわかりにくい。表情の差もほとんどない。悪相に描か
れた額のシワ3、4本が悪さを象徴するのだろうか。威相は
どのような人相かというと、鷹や虎のように鳥やほかの動
物たちから恐れおののかれる相である、との説明である。
ところが図からはまったくそうした雰囲気はつたわらな
い。悪相は乱暴で融通がきかない容貌とのこと。こちらの
図も何を指示する顔だかわからない。
　ひるがえって日本版は一目瞭然である。威相は威厳があ
りつつ畏敬の念を人々に抱かせるような目、それでいて包
容力のありそうな不気味な口もと。服装からして官服を着
ているのである。威厳があるに決まっている。悪相はとい
うと、これは見るからに悪そうである。中国版のようにシ
ワは額にあるべきではなく、こちらのように眉間にあった
ほうが悪人の雰囲気がでる。
　両図のみならず全般的に中国版の図は粗雑で曖昧で絵心
がなく、日本版のほうは細密で劇画的で迫力がある。藤原
相明は「旧図は非なり、今、之れを改む」という。日本側
は中国側に改変をせまったのである。
　顔占いを学ぶ者からすれば、確実に日本版のほうがわか
りやすい。しかし待てよ？よくかんがえると日本版の図は
現に威厳のある人、あるいは悪たれ者をそのまま模写した
のではないだろうか。見るからに威厳がありそう、悪そう
なのでその人は威相、悪相であると占断するのでいいのだ
ろうか。それで占ったことになるのだろうか。
　じつは『神相全編』の冒頭に「十観（顔の10のみかた）」
という篇があり、その第9番目が「声と心をみる」である。
いわく「顔かたちではなく、まず心をみよ。よい相であっ
てもよい心がなければ、相は心の影響をうけてダメになる。
よい相でなくてもよい心をもっていれば、相は心の影響を
うけてよくなる」と。したがって、威相や悪相の図をかか
げてはいるものの、その表面的なかたちにとらわれてはい
けない。顔占いではあるけれども、顔かたちにとらわれて
はいけないのだ！と中国側は反論するだろう。
　顔占いでは、顔の部位はいろいろな事物に見立てられる。
鼻は山でいえば嵩山、川でいえば済水、惑星でいえば土星
…。多数の事物に見立てられることで占断の曖昧さは増す
が、選択肢は広がり、占断がゆたかなものになる。中国版
の図がテキトーなのは写実的に描き規範化してしまうと、
それにあてはまらない圧倒的多数の人相をすくいとること
ができなくなるからである。以前に書いたことがあるのだ
が、ちっとも反響がなかったので、ここでもう一度いいた
い。顔占いとは「世界にふたつとない固有の顔をなるべく
限定的に把握しない
0 0 0 0 0 0 0 0 0
営みである」。
こころで観るか、かおを読むか─顔占いの文化交渉
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文化交渉学の構築Ⅰ
―‘西学東漸’と東アジアにおける近代学術の形成―
　2008年10月24日および25日の両日、関西大学
において第2回国際シンポジウム「文化交渉学
の構築Ⅰ─‘西学東漸’と東アジアにおける近代
学術の形成」を開催した。国内外の研究者によ
る講演・報告の要旨は次の通りである。
2008年10月24日（金）
基調講演
　「東洋史学」という学問領域が
最初に成立したのは日本である。
東京帝国大学においては、「漢学
科」の一専攻であった「支那史」
から、東アジアを包括した「東洋
史」が確立した。東洋史の最初の
提唱者であった那珂通世は、清朝
文人官僚との対話や著作から、元
朝の新資料やヨーロッパ「東洋学者」の業績を知り、や
がてモンゴル語を漢語に音写したテクスト「元朝秘史」
の日本語訳註を完成させた。こうした日中の元史研究者
の交流は、大正・民国初期においても続いた。また、
1940年代以降の欧米における元朝研究者も、日本や中国
人研究者の成果に学んだ。元朝史研究の学術的基準は、
こうした国際交流によって形成された。
『元朝秘史』渡来のころ
─日本における「東洋史学」の開始とヨー
ロッパ東洋学、清朝「辺疆史地学」との交差
中見立夫
（東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所・教授）
セッション１
西からのまなざし
来華イエズス会士と	
初期ヨーロッパ漢学の勃興
─ボイムとキルヒャーの『中国図説』の関係について
張西平（北京外国語大学・
中国海外漢学研究センター長）
を考察した。また来華イエズス会士が紹介した中国の典
籍が、初期ヨーロッパ漢学に与えた影響についても述べ
た。イエズス会士が東西文化交流史において果した重要
な役割を明らかにした。
　ライデン大学における日本
学・中国学について、シーボ
ルト、ホフマンなど４人を中
心に考察した。当時、シーボ
ルトのように直接現地へ赴く
機会がある者は少なく、ホフ
マンはシーボルトが日本で集
めた資料を読むため、中国語
など複数の言語を習得せざるを得なかった。ライデン大学
の例から、日本研究と中国研究とが相互に学ぶという伝統
が、ヨーロッパで受け継がれたことが分かる。また、欧州
における日本学・中国学が、文献を中心に学問を形成した
のに対して、英米は現地調査を中心に学問を形成した。
　ドイツ人漢学者はナチスの
迫害により北京に集まり、北
京はドイツ漢学の中心地と
なった。ドイツ人漢学者たち
は科学的方法を用いて中国の
文献を読み直したのに対し
て、中国の学者は西洋の学科
分類法等によって中国古代学
術を整理した。また、「中国ドイツ学会」、「東方研究所」
など、ドイツ漢学の発展に寄与した諸研究機構が紹介さ
れた。ドイツ人漢学者は中国とドイツで進められた漢学
　ヨーロッパで最も影響力のある
漢学書『中国図説』の分析を通じ、
作者キルヒャーと明末に来華した
イエズス会士ボイムとの学術交流
シーボルト、ホフマンとその弟子
─ライデンにおける東洋学の伝統
W. J. Boot（ライデン大学・教授）
民国時代の北平における
ドイツ人シノロジスト
李雪涛（北京外国語大学・教授）
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2008年10月25日（土）
特別講演
東洋の植物を求めて
─植物園・プラントハンター・
	 	 園芸家の文化交渉学
セッション 2
東アジアの「東洋」認識
厳復と「科学」
沈国威（関西大学 ICIS・事業推進担当者）
時間と東洋のパラドクス
Stefan Tanaka（カリフォルニア大学サンディエゴ校・教授）
研究について、西洋言語を通じて世界に発信し、中国の
学者もドイツ漢学の研究成果を著作、雑誌によって紹介
した。
　大航海時代以降、一部ヨー
ロッパの王侯貴族趣味として、
ヨーロッパ以外の花の種子、球
根、苗を本国に運ぶ慣習がひろ
まり、イギリスやオランダはそ
の中心となった。その背景には
薬草学や植物分類学の発展が
あった。スコットランド人Robert Fortuneは、プラント
ハンターの代表的存在で、日本や中国などで幅広く活動
した。また、沖永良部島のように、プラントハンターが
ユリの球根栽培を導入したことで、球根の輸出生産拠点
となり、やがて海外から球根を輸入し、国内市場向けの
花や球根の産地となった例もある。
　近代的な「時間」の観念を受け
入れるなかで、日本の「東洋」概
念や東洋史はどのように構築され
てきたのか。井上哲次郎は、立ち
遅れた日本という西洋的観念に対
抗するため、東洋史学を生んだ。
井上の東洋史学は、白鳥庫吉や内
藤湖南らに受け継がれた。しかし、後進の「オリエント」
という西洋的概念の桎梏から逃れられなかった。津田左右
吉は「東洋」という概念こそが、歴史を固定化するもので
あると考えた。津田は歴史（History）と史学（history）と
　厳復が著述を行なった20数年間
は、中国人が系統的に西洋の人文・
自然科学の知識を吸収し、中国語
による近代化を実現しようとした
時期である。厳復の著述は、当時
の歴史的環境の影響を強く受けて
いた。報告者は、科学に対する厳
復の姿勢を次のようにまとめた。⑴科学は中国の学問に
取って代わる学問体系である。⑵真理の究明であり、知的
訓練のツールである。⑶科学的方法は演繹法ではなく、帰
納法による仮説証明である。⑷科学が成り立つ基盤は学術
語彙である。⑸西学と中学の関連付けが重要である。
を区別した。歴史（History）とは、非歴史化され、固定さ
れた過去である。一方の史学（history）は、多声性や非単
線的な変化を強調する。津田は「東洋史」を近代的「時間」
概念のなかで理解することの限界を見抜いていた。
　清以前、中原王朝の支配者は、
国境線によって区別される疆土・
版図概念を持っていなかった。近
代国民国家に繋がる疆土・版図概
念が生成されたのは、清代のこと
である。その要因は内因と外因に
大別される。内因は、⑴康煕～乾
隆期の「華」「夷」間の往来が両者の境界を曖昧にし、華夷
の別が「中」「外」の領域の区別に置き換わったこと、⑵『大
清一統志』の編纂事業等を通じてその疆土・版図概念が具
現化されたことである。外因は⑴ネルチンスク条約・キャ
フタ条約の影響、⑵イエズス会宣教師等による西洋地理知
識の伝来と受容、⑶清代中葉以来の辺疆史地学の発展など
である。これらを通じて、近代的な疆土概念が生成・共有
され、近代国家としての中華民国を生み出す基盤をなした。
清代における疆土・版図観念の変遷
について
鄒逸麟（復旦大学・教授）
野間晴雄（関西大学 ICIS・事業推進担当者）
8　2008年６月28日、関西大学以文館4階セミナースペースにおいて、第2回研究集
会「内藤湖南への新しいアプローチ―文化交渉学の視点から」が開催された。報
告内容は次のとおりである。
第 2 回研究集会 内藤湖南への新しいアプローチ―文化交渉学の視点から
I C I S
　東アジアの近代学術の成立過程に
おいても、濃密な学術交流が諸地域
にあった。東アジアにおける近代学
術の交流を考える上で、内藤湖南は
キーパーソンである。関西大学が有
する「内藤文庫」を、誰もが利用で
きる形で公開する必要がある。これ
まで関西大学は、内藤文庫の所蔵目
録を3種類公開してきた。しかし、リスト化されていな
い未公開資料も少なくない。その中心が書簡、手稿、筆
談記録である。書簡については現在デジタル化プロジェ
クトを立ち上げ、資料を整理している。デジタル化する
ことで、調査による損傷を回避し、現状を保持すること
ができると同時に、書簡をとおして湖南の人的ネット
ワークを把握することができる。
基調講演
　1931年の東方文化聯盟発会式で行われた内藤湖南の講
演をてがかりに、湖南の西洋文明観の一端が論じられた。
　内藤湖南の著作には、敦煌遺書
を専門に扱った論考が見られな
い。しかし、敦煌遺書の発見にと
もなう、日本における「敦煌学」
の発展と隆盛に寄与した第一人者
は、他ならぬ内藤湖南自身であっ
た。本講演では、湖南が敦煌写本
の収集に情熱をかけた二つの時期
同聯盟は、アジア諸民族の相互理
解と共存共栄を目的とする国際親
善団体であり、特にインドなどへ
の文化事業への関心が注目され
る。背景には、インドや中近東へ
の市場開拓に目をつけた大阪の財
界・経済界がある。また清水銀蔵
など、実利主義を批判し、アジア
の融和に基づいた通商貿易を志す者もいた。内藤湖南は、
以前から東洋文化の先進性を唱えてきた。アジア諸民族
の連帯などの展望をふまえて講演を行い、聯盟の精神的
指導者としての地位を確立していった。湖南の講演には、
イギリスのインド支配の不条理を糾弾し、近代政治経済
組織の行き詰まりを指摘するなど、英米文化批判、近代
社会批判の先鋭化・政治化がみられる。湖南はその活路
を、アジアの伝統文化に見出そうとした。
内藤文庫資料のデジタル化作業と
一般公開について
藤田高夫
（関西大学・ICIS サブリーダー）
内藤湖南の西洋文明観
─東方文化聯盟発会式講演を中心に
陶徳民
（関西大学・ICIS 拠点リーダー）
内藤湖南の敦煌學
高田時雄
（京都大學人文科學研究所・教授）
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　『内藤湖南全集』第14巻に
は、『全集』に掲載されてい
ない論文が数多く紹介され
ている。何ゆえこれらの論
文は全集に掲載されなかっ
たのか。また、何ゆえそれ
にもかかわらず第14巻で紹
介されたのか。『全集』に掲載されていない文章は、発表
の時期に関してはとくに初期のものに限られているわけで
はない。また、学術的性質という点から見ても、必ずしも
質の低い文章ではなく、学術雑誌に掲載された学術的論文
も存在しており、水準以下ということもない。結局、これ
らの文章がなぜ『全集』に掲載されなかったのかというこ
とについて、包括的に答えることはできない。
特別講演
パネル（一）　湖南における学問形成とその歴史背景
　内藤湖南のテキストを参照しながら、湖南の学問的・思
想的特徴について解説がなされた。中国社会を全体的にと
らえ、変化の流れを注視した湖南の姿勢が、唐宋変革論な
どに結実する。また、中国史は典型的な世界史の発展段階
をたどっており、世界認識の一手段として中国史がとらえ
　内藤湖南の中国史時代区分論につ
いて考察した。1872年、那珂通高に
より、歴史の教科書『史略』が編纂
された。皇国・支那・西洋の三部か
らなり、支那の部は伝統的歴史観を
継承していた。内藤湖南は江戸漢学
の古学、古文辞学、清朝考証学のも
つ実事求是の精神や、実証性、客観性の伝統を評価し、
漢学を近代史学へ継承する一方、国学を批判した。那珂
通高の養子であり、漢学をふまえつつ、西洋的な歴史学
の手法も身につけた那珂通世は『支那通史』を著した。
しかし、彼も中国史の質的発展をふまえた時代区分はで
きなかった。これに対し、内藤湖南は発展という観点に
基づく時代区分を提示した。その際、中国史だけでなく
日本史や西洋史をも視野に入れていた。
とその活動状況が紹介された。最初の時期は、敦煌遺書
発見のしらせが日本にもたらされ、「敦煌学」が成立し
た明治の末年である。京都大学赴任直後であった湖南も
「敦煌学」の成立に大きく貢献した。第2の時期は湖南が
定年退官を控えた大正末である。英仏における敦煌写本
調査の過程が、関西大学所蔵の湖南関係書簡を資料とし
て報告された。帰国後、調査で得た材料を早速大学の講
義に用いるなど、敦煌写本は確実に湖南の学問に影響を
与えた。最後に、具体的な形を成すことのなかった内藤
湖南の「敦煌学」と、湖南自身の学問とりわけ資料学と
の相関性が考察された。
られていた。西洋学問の準拠
枠を妄信することなく、本質
の把持をめざす湖南の学問態
度は、一般の学者よりはるか
に高い次元に立っている。
　湖南史学の特徴について対象論、
史料論、認識論、表現論を取りあげ、
湖南が自らの考え方と技量をいかに
獲得したのかを考察した。湖南史学
を規定していた要素は、経世意識や、
対象を客観的に観察する変化の思
想、対象の内側から共感的・同情的
に理解しようとする異文化理解、対
内藤湖南の思想次元
谷川道雄
（京都大学・名誉教授）
湖南史学の特徴と形成
高木智見
（山口大学・教授）
『内藤湖南全集』に未収録の資料
について
ジョシュア・フォーゲル
（ヨーク大学・教授）
漢学から東洋史へ
─日本近代史学における内藤湖南の位置
葭森健介
（徳島大学・教授）
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第2回研究集会  内藤湖南への新しいアプローチ
　葭森報告は、湖南の「近世」論、「唐
宋変革」論及び「東洋史」観が、一
方で同僚の内田・原からの強い影
響、他方で福沢諭吉等「文明開化」
派との対立という、いわば「二正面
作戦」の中で形成されたことを指摘
し、興味深い。しかし、湖南の「文化」
概念が、当時「文明」の中核とされていた「科学」概念
をいかに取り込んだのかが疑問である。高木報告は湖南
の学問手法を四つの面から分析する。しかし、湖南が象
徴的に描く「時代精神」の断片は、各時代の「時代精神」
一般とは区別されるべきである。さらに湖南の異文化理
解が自身の持つ敗者としての「逆境性」に起因するとの
指摘は興味深いが、その「逆境性」の持つ普遍性/特異性
はどれほどのものか、他の事例との比較する余地がある。
象世界と自己の内面をより良く表現するための芸術家的
な資質と執念を挙げる。さらに、中国史・日本史への深
い理解と先学の学問に関する該博な知識、そうした理解
や知識を作り上げた知的好奇心と学的向上心を加える。
これらの要素こそが、後人の追随を許さぬ内藤湖南の史
学研究を支えていたと論じた。
パネル（二）　湖南における中国史像と東洋史像の特質
　中国において内藤湖南が行った10回の書籍探訪活動の
背景や、活動の内容および成果
について考察を行った。湖南は
満蒙文藏経を求めて旧満州へ資
料調査に赴いた。彼は奉天故宮
の宮殿等で史料文献を大量に収
集した。中国で史料調査を行っ
た際、湖南は中国人学者の羅振
玉、文廷式などと親交を深めた。
また、湖南の書籍探訪の学術的意義と文化的特徴が解明
された。中国における湖南の資料調査は日本の学術の新
領域を切り開く一方、湖南の活動自体は当時の日本政治
のありようをも反映した。彼の文物、書籍に対する探訪
は日本政治の後ろ盾によって順調に行われた。
　内藤湖南の中等東洋史教科書、
なかでも『改訂新制東洋史二三年
用』を中心に、湖南が描いた東洋
史像を検討した。文化交渉史の視
点から理解することは、文化発展
のための二つの波動の作用を理解
し、各時代の特色を把握して、教
科書の内容を理解することである。
教科書には各時代の特色が明確に述べられており、湖南
が考えた東洋史が示されている。
　内藤湖南は秋田県鹿角市の出身
である。新聞記者時代に荒尾精の
もとで中国での調査に携わった経
験を持つ。同郷の宗方小太郎や石
川吾一が清朝の反体制者を集め、
政治行動を促していた。内藤は宗
方とも交渉を持っていた。このこ
とがその後の内藤の中国での活動
にも影響を及ぼしていると推察される。また、同時代の
他の東洋史教科書や中国での中国史研究との比較の重要
性を指摘した。
コメント
狭間直樹
（京都産業大学・教授）
コメント
大里浩秋
（神奈川大学・教授）
内藤湖南の中等東洋史教科書にお
ける東洋史像
―文化交渉学の視点から
高木尚子
（山口大学・非常勤講師）
内藤湖南の中国訪書及び
その学術史的意義
銭婉約
（北京語言大学・教授）
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第二回
泡からみえる茶の世界─沖縄ブクブクー茶の文化
大槻暢子（文化交渉学教育研究拠点・ＲＡ）
　沖縄では戦前、ブクブクー茶というお茶が飲まれてい
た。煎り米を煮出した湯とさんぴん茶などを大きな木鉢
（ブクブクーザラ）に入れ、大きな茶筅で泡だてる。茶と
少量のご飯の入った碗にその泡を盛って、上から泡を食
べるというお茶である。
　ブクブクー茶は、
かつて日本各地に広
く分布していた「振
茶」の一種である。
ブクブクー茶の由来
や歴史については未
だ定説はないもの
の、明治前半の首里
方言を載せる『南島
八重垣』には「ブク
ブクーヂャー」とし
て確認できる。
　沖縄のブクブクー茶は、戦後に一度姿を消しかかった。
昭和30年代にブクブクー茶に興味を持ち、明治、大正、
昭和初期に那覇で飲まれていた姿の復元に着手したのが、
新島正子氏である。その後、安次富順子氏とともに水の
硬度などの研究に基づき復元されたのは、碗にソフトク
リームのように泡を盛り、少量のご飯が碗の底に入って
いるブクブクー茶である。
　新島・安次富両氏の復元したブクブクー茶には、泡に
まつわるエピソードがある。ある着物の撮影で、モデル
がどうしても見つからない事態におちいってしまった担
当者に、偶々ブクブクー茶が出された。張りつめた空気
のなか、思わずその人は大きなため息をついてしまった。
そのため息でブクブクー茶の泡がパァーッと飛んでしま
い、張りつめた空気が一変したのである。その後、モデ
ルも見つかり撮影も無事に行われた。復元されたこのブ
クブクー茶は、作法などを伴わない。張りつめた空気を
緩める日常の茶として伝えられている。平成４年には、
新島・安次富両氏の関わる沖縄伝統ブクブクー茶保存会
が発足した。会では、ブクブクー茶を観光の波にのせる
ことなく泡を高くもった姿を継承しようとする。
　一方、ブクブクー茶を茶道として振興することを目指
す人々もいる。「あけしのの会」では、ブクブクー茶を沖
縄の生活文化としてだけでなく、琉球王朝において冊封
使等をもてなしていた茶道文化と捉える。ブクブク茶道
においては、点前作法のもとブクブクー茶がたてられる。
たてた泡は茶の入った漆の碗に入れられ、泡を高く盛る
ことはしない。ご飯等も明治以降の大衆化された姿とし
て加えない。「あけしのの会」では、沖縄の文化としてブ
クブク茶道の歴史を掘り起こし、琉球王朝からの歴史と
作法を伴ったブクブクー茶の継承と普及を目指している。
　現在は那覇の町を歩くとブクブクー茶を出す喫茶店な
どを目にし、「ブクブクコーヒー」など沖縄をアピールす
る飲み物としてブクブクー茶の泡が用いられている。最
近では、テレビ番組で沖縄の茶としてブクブクー茶が取
り上げられることも多い。
　ブクブクー茶は、新島・安次富両氏による復元以来、
沖縄において多様な理解のもと、現在も広がりつつある
茶文化といえる。
【ソフトクリームのような泡の 
ブクブクー茶】
【ブクブク茶道】
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活動報告
《　創生部会　》
第11回創生部会：2008年６月13日
「文化交渉学ディシプリン形成に向けて─
若手研究者からの提言」
　文化交渉学という名のもとにどういった研究を行って
いくべきかについて、若手研究者から意見が提出された。
西村氏は文化交渉のモデル化を提示したうえで、周縁ア
プローチをより前面に出した研究を提案した。また紀要
をより大学外部に開かれた雑誌にすべきであると指摘し
た。佐藤氏は類似の共同研究を取りあげ、その方法論の
援用可能性について述べた。篠原氏は複数の研究形態と
方法論の組みあわせから、より文化交渉学らしい研究方
法を模索した。氷野氏はデータベースの活用について問
題点を指摘し、データベース構築そのものの再考をうな
がした。木村氏は文化人類学の立場から「文化交渉」「中
心・周縁」といった概念を精緻にし、各研究者のディシ
プリンを相対化する必要性を指摘した。岡本氏は文化交
流と文化交渉の違いについて言及したうえで、非文献資
料の重要性を指摘するとともに、意見交換を行う場をよ
り多く設定することを提案した。于氏は交渉の結果では
なく過程を観察することで、個別事象の集積研究を文化
交渉学につなげる可能性について述べた。
　2008年４月から７月末日までに開催された創
生部会は下記のとおりである。
第12回創生部会：2008年６月20日
第13回創生部会：2008年７月18日
陸延（Lu	Yan）（ニューハンプシャー大学・准教授）
「人種的階層批判とその限界─社会科学と
歴史学における分析概念としての『文化変容』」
　移民における文化変容と、それに関する主要文献や研
究について講演を行った。迫害から逃れるため、東欧か
ら米国に移住したユダヤ人が米国においても差別を受け
た事例、日系ハワイ人における、日本語を話せないなど
の言語の問題や新しいライフスタイルなどの世代間にお
ける変容の事例、日系ブラジル人の、日本人としてのア
イデンティティの問題と現地への適応や、現地において
周縁化、疎外化され、制度的・文化的な差別を受けた事
例などに触れた。これらに共通する人種差別、人種序列
化の問題を取り上げ、また、文化間に明確な線引きはで
きず、人種間の文化影響は相互的、多元的であることが
指摘された。
藤田高夫（ICISサブリーダー）
「文化交渉学の対象と方法再論─小田淑子
氏の整理と提言を受けて」
　文化交渉学の可能性に対する宗教学側の提言に歴史学
側が応えるという形式を借り、文化交渉学の体系化のた
めの課題が議論された。同一文化内部の相互関係の探求
については、文字文化と無文字文化の関係、社会や地域
に共存する文化の相違や質に目を向ける必要性が再確認
された。また共時的研究と歴史的研究との統合について
は、まず文化交渉学の構想が新たな歴史学的理論の模索
に端を発していたことが語られた。また、喫緊の課題と
して、文化交渉の全体像を構築するための類型化を進め、
個別研究の斯学における位置づけを明確にする必要性が
指摘された。最後に諸学問が考える「文化」概念を文化
交渉学の「文化」にいかに取りいれていくかについて、
人間の主体性・営みをいかに「文化」の概念に反映させ
ていくかといった原点に立ち返る意見が出された。
13
ICIS Newsletter, Kansai University
出版物紹介❖
＊吾妻重二・二階堂善弘／編
『東アジアの儀礼と宗教』
（関西大学アジア文化交流研究叢刊
第3輯・雄松堂出版・2008年８月・
425頁）
＊秋山元秀・金田章裕・高橋誠一
・溝口常俊・山田誠／編
『アジアの歴史地理２
　都市と農地景観』
（朝倉書店・2008年２月・366頁）
《　拠点教育状況　》
　文化交渉学専攻・東アジア文化交渉学専修では、2008
年９月に３名の大学院博士課程前期課程の学生を迎え
た。大学内に新設された研究棟への研究室の移転も完了
し、気分も新たに秋学期が開始された。文化交渉学専攻
では、多言語教育プログラムおよび学際的教育プログラ
ムに基づき、多彩な講義・演習科目を開講している。ま
た、通常の講義のほかにも、学外の講師を迎え講演会な
どを開催し、幅広い学問的視野の養成・外国語のスキル
アップに資する機会を学生たちに提供している。
　ヴェトナム・フエでのフィールドワークを中心とする
周縁プロジェクトの一環として、2008年６月２日および
６月30日には、それぞれ東京大学・東洋大学元教授の末
成道男先生および東京外国語大学アジア・アフリカ言語
文化研究所教授の三尾裕子先生を迎え、講演会を行った。
末成先生は「人類学からみたベトナム研究の回顧と展望
──中部調査を中心に」というタイトルで、三尾先生は
「海外中国系住民の歴史人類学的調査・研究──ベトナ
ム・ホイアンの事例から」というタイトルで講演した。
　６月６日にはブリッジウォーター州立大学アジア研究
グループを関西大学に迎え、ICIS、国際交流センターお
よ び 文 学 部 英 米 文 化 専 修 が 共 同 で 国 際 セ ミ ナ ー
「America and East Asia : Cultural Interchange since 
the Mid-19th Century」を開催した。プログラムはすべ
て英語で行われ、英語力強化も兼ねて参加した学生たち
は熱心に聴き入っていた。また、６月15日～16日には、
関西大学六甲山荘において文化交渉学専攻の学生を対象
とした英語力強化合宿が行われた。英語による情報発信
力のスキルアップを目的としたこの合宿では、英語を用
いた時事討論などのプログラムが行われるとともに、
ICISメンバー・学生たちの相互理解と親睦を深める貴重
な場ともなった。
＊松浦章／著
『東アジア海域の海賊と琉球』
（琉球弧叢書・榕樹書林・2008年11
月・337頁）
＊松浦章／著（卞鳳奎訳）
『東亞海域與臺灣的海盜』
（博揚文化事業有限公司[台北]・
2008年11月・251頁）
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人事異動❖
2008年10月１日を以て、孫青氏がCOE-PDに着任した。
2008年12月１日から2009年２月28日まで
　　　　　　　　王貞平氏（シンガポール南洋理工大学准教授）をCOE客員教授として招聘した。
2008年12月１日から2009年２月28日まで
　　　　　　　　平野健一郎氏（東京大学・早稲田大学名誉教授）をCOE客員教授として招聘した。
今後の予定❖
　文化交渉学教育研究拠点では、以下の行事の開催を予定している。
○国際ワークショップ「東アジアの文化遺産─その普遍性と独自性（仮）」（共催）
 日時：2009年５月9日（土）～５月10日（日）
 場所：コロンビア大学（バーナード・カレッジ）
○東アジア文化交渉学会創立総会ならびに第１回年次大会
 日時：2009年６月26日（金）～27日（土）
 場所：関西大学
学術交流協定について❖
○韓国高麗大学校中国学研究所及びBK21中日言語文化教育研究団と学術交流協定を締結
　2008年７月14日、韓国高麗大学校中国学研究所及びBK（Brain Korea）21中日言語文化教育研究団と学術交流協定
を締結し、文化交渉学に関してさまざまなプログラムを協力して推進することを確認した。
○国立台湾大学文学院と学術交流協定を締結
　2008年10月29日、国立台湾大学文学院と学術交流協定を締結し、文化交渉学に関するさまざまなプログラムを協力
して推進し、本拠点（ICIS）が文学院に台湾連絡所を、また文学院が本拠点に日本連絡所を設置することを確認した。
○韓国高麗大学校日本研究センターと学術交流協定を締結
　2008年11月21日、韓国高麗大学校日本研究
センターと学術交流協定を締結し、文化交渉
学に関してさまざまなプログラムを協力して
推進し、双方の機関内に連絡窓口を設置する
ことなどを確認した。
○韓国国学振興院と学術交流協定を締結
　2008年12月10日、韓国国学振興院と学術交
流協定を締結した。儒教をはじめとする東ア
ジア文化に関わる文化交渉研究を、共同で推
進することを確認し、儒教や書院研究に関す
る共同研究会や合同国際シンポジウムなどを
共同で開催する予定である。
【2008年11月21日に行われた、韓国高麗大学校日本研究センターと
の学術交流協定調印式】
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グローバルCOEプログラム
「関西大学文化交渉学教育研究拠点（ICIS）」
紀要原稿募集のお知らせ
表紙写真について
編集後記
　近代人類学の父マリノフスキーは、調査中私的に付けてい
た日記のなかで、調査地の人々に対して、露骨に不快な感情
を記している。「愚かな土人めが！」と。それ程の不快さを感
じながら、何ゆえニューギニアの小島で調査をしなければな
らなかったのか。それは、身体が馴染みようもないほどの異
文化に生活してこそ、異文化への感受性を高め、自文化を相
対化することができるからだ。
　今号は、フエでのフィールドワークを記事の中心に据えた
いと思っていた。調査のなかで何を感じ、何を学んだのかを、
博士後期課程のみんなにエッセイ風に書いてくれるようお願
いした。しかし、結果は、芳しくなかった。教育プログラム
としては、大きな課題を突きつけられたことになる。
　「人生字を識
し
るは胡
うやむや
塗の始めなり」とは魯迅の言である。確
かに古典を紐解き、知識を蓄えることは重要である。しかし、
私たちはより多くをフィールドから学ぶべきではないか。「よ
く人の雑談を聞きたが」る子供のように、調査地の人々の言葉
に耳を傾け、人々の文化に寄り添うことで、異文化に対する感
受性を育むことができるのだ。 
（担当：木村自）
　関西大学文化交渉学教育研究拠点では、紀要『東アジア文
化 交 渉 研 究 』（Journal of East Asian Cultural Interaction 
Studies）の原稿を、下記の要領で募集しております。応募
いただいた原稿は、編集委員の査読により、掲載の可否を決
定いたします。
　2008年９月9日、私はフエ、フオンヴィン社の
Võ Ngôn（ヴォー・ゴン）爺さんの家を訪ねた。
Võ（ヴォー）家のHiệp Kỵ（ヒェプ・キ、合忌）に
参加するためである。Hiệp Kỵとは、複数の祖先
を合同で祀る「合同祭祀」である。Hiệp Kỵに先
立つ数日前には、Võ家の墓掃除に出かけた。墓
掃除には近所の親戚が集まり、墓土に生い茂っ
た雑草を取り除く。Võ Ngôn爺さんはというと、
祖先の墓一つ一つにお参りをし、血縁関係のな
い墓場の「ご近所さん」にも線香を立てる。一方、
Hiệp Kỵには同村内や近隣の村に住む親戚のみな
らず、遠くヴェトナム南部からも親族が訪れる。
祠堂に祀られた各祖先には、おこわや豚肉、酒、
それに紙で作った衣服などが供えられる。祠堂
の外にも、外側に向けて机が置かれ、祀る人の
いない彷徨える霊魂「陰魂」のために、食事が
給される。祠堂内の祭壇と祠堂外の机で、親族
一同が一人ずつ礼拝をし終わると、共食が始ま
る。写真はその共食のときのもの。祖先にお供
えした食事がそのまま食卓に並ぶ。おこわや豚
肉とともに、テーブルに並んでいるのはフラン
スパンだ。フランス植民地の影響は、祖先祭祀
にまで及んでいる。
（1）原稿
東アジアの文化交渉にかかわる論考、研究ノート、その他
（2）使用言語
　　日本語：20,000字程度
　　中国語：12,000字程度
　　英　語：4,000語程度
（3）注意事項
　　（a） 英語による要旨を、150語程度で添付してください。
　　（b） 提出はワード文書でお願いいたします。
　　（c） 注は脚注方式でお願いいたします。
　　（d）  文献についても参照文献リストは付けず、脚注に
収めてください。
　　（e）  図表がある場合にも、なるべく上記字数に収めて
ください。
（4）投稿原稿の二次利用としての電子化・公開につきまして
は、紀要掲載時点で執筆者が本拠点に許諾したものとい
たします。
（5） 提出締切り等、詳しくは下記の連絡先にお問い合わせ　
ください。
　　　〒564－8680　大阪府吹田市山手町3－3－35
 関西大学文化交渉学教育研究拠点
 『東アジア文化交渉研究』編集委員会 
 TEL : 06-6368-0256
 E-Mail : icis@jm.kansai-u.ac.jp
［撮影：木村自〕
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